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一
「
旧
石
器
提
造
事
件
」
と
日
本
の
前
・
中
期
旧
石
器
時
代
研
究
二
○
○
○
年
一
○
月
に
発
覚
し
た
「
旧
石
器
握
造
事
件
」
は
、
Ⅲ
石
器
考
古
学
界
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
考
古
学
の
研
究
構
造
そ
の
も
の
を
直
撃
し
た
。
二
○
○
一
二
年
五
月
に
開
催
さ
れ
た
日
本
考
古
学
協
（１）
会
総
会
で
行
わ
れ
た
「
前
・
中
期
旧
石
器
問
題
の
検
証
」
報
生
ロ
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
「
藤
村
関
連
資
料
」
全
体
の
学
術
的
価
値
の
否
定
と
そ
の
検
証
の
経
過
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
筆
者
も
そ
の
一
端
を
担
っ
た
協
会
の
検
証
調
査
に
対
し
て
は
、
そ
の
間
多
く
の
研
究
者
や
社
会
の
識
者
か
ら
厳
し
い
批
判
や
注
文
を
受
け
た
。
中
に
は
考
古
学
の
学
的
存
立
を
疑
う
意
見
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
す
べ
て
に
対
し
て
、
十
分
な
説
明
責
任
を
日
本
考
古
学
が
果
た
し
た
と
は
現
段
階
で
は
と
ハ
ラ
ム
・
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
と
東
洋
的
停
滞
（
佐
藤
）
ハ
ラ
ム
・
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
と
東
洋
的
停
滞て
も
言
え
な
い
が
、
旧
石
器
考
古
学
を
専
攻
す
る
一
研
究
者
と
し
て
は
、
今
後
当
該
分
野
の
再
構
築
を
実
践
す
る
過
程
を
通
し
て
応
答
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
「
藤
村
関
連
資
料
」
が
灰
儘
に
帰
し
た
当
初
、
そ
し
て
一
部
に
は
現
在
も
、
列
島
に
は
前
期
・
中
期
旧
石
器
時
代
そ
の
も
の
が
存
在
せ
〈２）
ず
、
そ
の
研
究
史
自
体
を
否
定
す
る
論
が
数
多
く
提
出
さ
れ
た
。
こ
れらの意見に対し、筆者は、「藤村関連資料」を除いても、
列
島
に
は
前
・
中
期
旧
石
器
時
代
の
資
料
は
少
な
い
な
が
ら
存
在
す（３）
る
と
考
追
え
、
そ
の
編
年
的
・
文
化
的
フ
レ
ー
ム
の
見
通
し
を
与
え
、
（４）
さ
ら
に
旧
石
器
研
究
の
意
義
を
再
確
認
し
た
。
前
者
に
関
す
る
筆
者
の
見
解
は
、
公
表
当
時
悪
評
で
か
つ
少
数
派
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
昨
年
数
少
な
い
「
藤
村
非
関
連
資
料
」
で
あ
る
岩
手
県
宮
守
村
（５）
金
取
遺
跡
（
一
九
八
五
～
六
年
発
掘
調
査
）
の
旧
文
化
層
（
第
Ⅳ
文
佐
藤
宏
之
一
七
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化層）から、テフラ分析により阿蘇４火山灰（八万四○○
（６）
○～八万九○○○年前）が確調池されたことによって、少な
く
と
も
列
島
に
は
中
期
旧
石
器
段
階
の
遺
跡
が
存
在
す
る
こ
と
が
確
実
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
当
該
期
遺
跡
が
存
在
と
す
る
と
い
う
事
実
レ
ベ
ル
の
再
確
認
作
業
と
は
別
に
、
日
本
に
お
け
る
前
期
・
中
期
旧
石
器
時
代
の
研
究
史
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
粗
雑
か
つ
感
覚
的
な
議
論
に
対
し
て
も
、
検
討
を
加
え
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
資
料
体
の
多
く
が
失
わ
れ
た
こ
と
と
研
究
史
そ
の
も
の
の
否
定
を
同
一
視
す
る
こ
と
は
、
研
究
方
法
と
姿
勢
の
み
な
ら
ず
、
研
究
行
為
の
構
造
そ
の
も
の
に
根
本
的
な
問
題
を
内
包
し
て
い
る
。
「
藤
村
資
料
」
の
消
失
を
好
機
と
と
ら
え
、
そ
れ
以
前
に
行
わ
れ
て
い
た
い
わ
ゆ
る
「
前
期
旧
石
器
存
否
論
争
」
自
体
を
、
「
旧
石
器
提
造
事
件
」
を
誘
発
し
た
と
い
う
文
脈
に
の
み
則
っ
て
消
し
去
ろ
う
と
す
る
試
み
は
、
科
学
的
な
研
究
営
為
（７）「
と
は
呼
べ
ま
い
。
む
し
ろ
、
日
本
に
お
け
る
前
期
・
中
期
Ⅲ
石
器
時
代
研
究
が
根
本
か
ら
の
再
構
築
を
要
求
さ
れ
て
い
る
今
日
で
は
、
た
と
え
忌
ま
わ
し
い
記
憶
・
行
為
と
接
続
す
る
か
ら
と
い
っ
て
性
急
に
研
究
史
を
断
罪
す
る
の
で
は
な
く
、
研
究
史
に
見
ら
れ
た
構
造
的
な
問
題
点
を
洗
い
出
し
、
さ
ら
に
研
究
が
行
わ
れ
た
時
代
背
景
や
時
代
認
識
と
い
っ
た
学
的
状
況
を
正
面
か
ら
問
い
直
す
機
会
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
川
石
器
握
造
事
件
」
を
生
み
出
し
た
と
い
う
深
刻
法
政
史
学
第
六
十
一
号
１
学
説
の
登
場
旧
石
器
時
代
研
究
が
列
島
内
で
完
結
し
な
い
こ
と
は
、
当
該
期
研
究
の
常
識
で
あ
る
。
ま
し
て
、
列
島
内
で
人
類
が
発
生
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
な
い
以
上
、
日
本
の
前
期
旧
石
器
時
代
の
探
求
は
、
周
辺
大
陸
・
島
唄
部
と
の
一
体
的
な
研
究
視
座
が
当
然
要
求
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
研
究
史
に
お
い
て
も
、
東
ア
ジ
ア
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
広
く
旧
大
陸
全
体
の
文
化
動
向
や
人
類
進
化
学
説
の
変
遷
を
理
解
す
（８）
る
必
然
性
が
あ
る
。
人
類
進
化
の
研
究
は
、
そ
の
起
源
地
を
求
め
て
ア
ジ
ア
か
ら
ア
フ
リ
カ
に
探
求
の
ｕ
が
推
移
し
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
考
古
学
的
な
資
料
に
主
に
依
拠
し
て
、
人
類
進
化
の
初
期
世
界
の
構
図
を
描
い
た
の
は
、
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
の
文
化
圏
説
を
噴
な
反
省
を
意
識
の
基
軸
に
据
え
な
が
ら
、
日
本
の
前
期
・
中
期
旧
石
器
時
代
研
究
の
歴
史
を
解
体
し
点
検
す
る
作
業
が
今
こ
そ
要
求
さ
れ
ている。
本
論
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
意
識
に
基
づ
い
て
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
東
ア
ジ
ア
の
前
期
旧
石
器
時
代
研
究
を
規
定
し
て
き
た
ハ
ラ
ム・モヴィウス］【・の二大文化圏説の言説構造の背景を分
析
し
、
そ
れ
が
前
期
旧
石
器
時
代
研
究
に
与
え
た
影
響
を
検
討
す
る。
ニ
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
の
文
化
圏
説
￣
八
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（９）
矢し」すァ○。
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
以
前
に
行
わ
れ
て
い
た
世
界
の
旧
石
器
理
解
は
、
十
九
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
に
か
け
て
確
立
し
た
ド
・
モ
ル
テ
ィ
エ
に
よ
る南西フランスの旧石器編年を世界へと拡張した説が正統
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
単
純
進
化
論
的
な
考
古
学
説
の
背
景
に
は
、
当
時
の
支
配
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
あ
っ
た
社
会
進
化
論
の
直
接
的
な
適
用
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
章
で
詳
述
す
る
こ
と
に
す
る
。
南
西
フ
ラ
ン
ス
を
基
軸
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
世
界
規
模
へ
拡
張
さ
せ
た
単
純
進
化
論
に
対
し
て
は
、
早
く
も
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
起
源
地
と
さ
れ
て
い
た
西
ア
ジ
ア
に
お
け
る
旧
石
器
時
代
の
調
査
の
進
展
に
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
少
し
異
な
る
人
類
文
化
の
進
化
の
歩
み
、
す
な
わ
ち
旧
石
器
文
化
の
変
遷
が
（、）
あったとすうＯ主張がなされた。
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
の
主
張
は
、
こ
う
し
た
時
代
背
景
の
中
で
、
モ
ル
テ
ィ
エ
説
の
単
純
な
適
用
が
、
東
ア
ジ
ア
旧
石
器
世
界
で
は
適
応
で
き
ず
、
世
界
は
も
と
も
と
二
つ
の
巨
大
な
文
化
圏
か
ら
出
発
し
た
と
す
る
新
た
な
構
図
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
解
釈
に
は
、
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
の
影
響
を
色
濃
く
反
映
さ
せ
て
い
た
た
め
に
、
そ
の
後
の
論
争
の
基
礎
を
形
作
っ
て
し
ま
っ
た
。
２
学
説
の
内
容
ハ
ラ
ム
・
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
と
東
洋
的
停
滞
（
佐
藤
）
二
大
文
化
圏
説
を
主
張
し
た
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
の
論
文
は
一
一
一
本
あ
る
（ｕ）
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
同
じ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
は
、
一
九
三
○
年
代
か
ら
一
九
四
○
年
代
の
初
頭
に
か
け
て
、
イ
ン
ド
・
ビ
ル
マ
（
現
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
・
マ
レ
ー
半
島
・
ジ
ャ
ワ
島
・
中
国
等
の
南
ア
ジ
ア
か
ら
東
ア
ジ
ア
に
か
け
て
の
広
大
な
地
域
を
踏
査
し
て
、
各
地
で
集
め
ら
れ
た
古
拙
な
特
徴
を
も
つ
大
型
石
器
類
の
中
に
、
層
位
的
に
前
期
旧
石
器
時
代
に
属
す
る
と
推
定
さ
れ
る
資
料
が
含
ま
れ
る
と
判
断
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
石
器
類
に
認
め
ら
れ
る
特
徴
は
、
こ
れ
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
フ
リ
カ
・
西
ア
ジ
ア
の
前
期
旧
石
器
時
代
石
器
群
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
ハ
ン
ド
ア
ッ
ク
ス
（
握
斧
、
手
斧
）
と
は
異
な
り
、
粗
雑
な
加
工
を
特
徴
と
し
て
い
た
め
、
チ
ョ
ッ
パ
ー
（
片
面
加
工
礫
器
）
、
チ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
ト
ゥ
ー
ル
（
両
面
加
工
礫
器
）
と
一
括
し
て
呼
称
さ
れ
た
。
北
西
イ
ン
ド
の
プ
レ
・
ソ
ァ
ン
文
化
や
ソ
ア
ン
文
化
、
ビ
ル
マ
の
ア
ニ
ャ
ト
文
化
、
北
部
中
国
の
周
口
店
文
化
、
ジ
ャ
ワ
の
パ
ジ
タ
ン
文
化
、
マ
レ
ー
半
島
の
タ
ン
パ
ン
文
化
が
チ
ョ
ッ
パ
ー
、
チ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
ト
ゥ
ー
ル
石
（吃）
器
群
に
属
す
る
の
に
対
し
て
、
イ
ン
ド
大
陸
に
は
マ
ド
ー
フ
ス
文
化
と
呼
ぶ
ハ
ン
ド
ア
ッ
ク
ス
石
器
群
が
分
布
す
る
こ
と
か
ら
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
と
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
を
結
ぶ
ラ
イ
ン
（
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
・
ラ
イ
ン
）
を
境
に
、
旧
大
陸
の
前
期
旧
石
器
時
代
は
、
ラ
イ
ン
よ
り
東
側
の
チ
ョ
ッ
パ
ー
、
チ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
ト
ゥ
ー
ル
文
化
圏
と
ラ
イ
ン
よ
一
九
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法
政
史
学
第
六
十
一
号
り
西
側
の
ハ
ン
ド
ア
ッ
ク
ス
文
化
圏
に
大
き
く二分されると考えたのである（第一
図）。ここまでの考え方は地質学的推論に
川基づいた考古学的分析の成果であるた
Ｍめ、人類文化初期の見取り図としてき
６四わめて斬新なアイデアであったが、問
Ｓ・汕題はその文化論的解釈にある。次節に
Ｏ伽問題の箇所を引用して検討してみた
脳い。
１文ただし一九四四年の第一論文では一」
大二
の
箇
所
は
登
場
し
て
お
ら
ず
、
一
九
四
九
年
、の第一一論文と一九六九年の第三論文に
付見られるが、一九六九年の第一一一論文
御は、一九四六年一一一月一一八日にシカゴ
図で開催されたアメリカ自然人類学者協
翻会とアメリカ人類学協会の共催のシン
ポ
ジ
ウ
ム
の
プ
ロ
シ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
と
し
て
一九四九年にアメリカ自然人類学者協
会
か
ら
発
行
さ
れ
た
版
の
リ
プ
リ
ン
ト
で
あ
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
同
時
に
刊
行
さ
れ
た
第
一
一
○
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３
言
説
の
内
容
以
下
の
文
章
は
、
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
の
第
二
論
文
二
九
四
九
年
）
の
の巨日三二目□Ｃ・昌一Ｅの言（四○七’四一一頁）の最終パラ
グ
ラ
フ
（
四
二
頁
右
段
下
）
を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
こ
し
長
く
な
る
が
、
引
用
す
る
。
お
そ
ら
く
、
最
近
十
五
年
間
に
お
け
る
南
・
東
ア
ジ
ア
の
新
し
い
考
古
学
資
料
が
指
し
示
す
も
っ
と
も
重
要
か
つ
唯
一
の
結
論
は
、
文
化
的
観
点
か
ら
見
て
こ
の
地
域
が
、
ど
ん
な
意
味
に
おいても「進歩的」ロ○四の①の弓のとは考えることがで
き
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
［
衆
Ⅱ
の
認
め
る
よ
う
に
、
大
量
に
残
さ
れ
た
遺
物
の
う
ち
年
代
の
明
ら
か
な
証
拠
か
ら
は
、
こ
の
地
域
全
体
が
、
初
期
人
類
文
化
の
発
展
し
た
一
つ
の
中
心
地
（皿）
で
あ
っ
た
と
す
る
論
を
支
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
］
旧
石
器
時
代
の
初
期
段
階
を
通
じ
て
、
石
器
類
の
大
部
分
は
、
チ
ョ
ッ
パ
ー
、
チ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
ト
ゥ
ー
ル
、
ハ
ン
ド
・
ア
ッ
ズといった相対的に単調で想像力に欠ける冒言長ヨ四‐
弓
①
ア
セ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
テ
ィ
ヤ
ー
二
論
文
と
内
容
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
ち
み
な
に
論
文
の
大
半
を
占
め
る
考
古
学
的
分
析
の
部
分
は
、
三
つ
の
論
文
と
も
ほ
ぼ
同
じ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ハ
ラ
ム
・
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
と
東
洋
的
停
滞
（
佐
藤
）
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ダ
ン
博
士
の
観
察
に
よ
れ
ば
、
中
期
更
新
世
の
非
常
に
長
期
に
わ
た
る
期
間
を
通
じ
て
、
東
ア
ジ
ア
は
、
「
主
要
な
人
類
の
移
住
の
波
の
終
わ
り
近
く
で
孤
立
し
た
自
己
完
結
的
な
地
域
と
し
て
機
能
し
て
き
た
（
ち
ょ
う
ど
歴
史
時
代
の
中
国
と
地
中
海
枇
界
の
対
照
的
な
関
係
の
よ
う
に
）
印
象
を
与
え
る
。
こ
の
時
代
の
主
な
文
化
的
・
人
種
的
関
連
は
、
南
方
との間にあったと思われる」。換言すれば、考古学的・
古
民
族
学
的
資
料
は
、
前
期
旧
石
器
時
代
の
よ
う
な
初
期
の
段
階
に
お
い
て
、
南
・
東
ア
ジ
ア
は
全
体
と
し
て
ひ
と
つ
の
文
化
的
停
滞
【
①
百
二
畳
目
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
を
き
わ
め
て
明
瞭
に
示
唆
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
広
大
な
地
域
が
、
初
期
人
類
の
進
化
に
き
わ
め
て
重
要
か
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
役
割
を
演
じ
た
と
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
。
初
期
の
非
常
に
原
始
的
な
人
類
が
、
世
界
の
他
の
地
域
で
は
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
後
も
、
長
い
間
こ
の
地
域
で
は
明
ら
か
に
存
続
し
て
い
た
。
こ
の
文
章
を
読
む
と
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
、
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
が
自
身
の
提
出
し
た
二
大
文
化
圏
に
付
し
た
文
化
論
的
解
釈
は
、
当
時
の
支
配
的
な
文
明
論
と
結
び
つ
い
た
典
型
的
な
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
の
言
説
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
す
る
西
側
世
界
の
ハ
ン
ド
ァ
ッ
ク
ス
文
化
圏
は
、
旧
石
器
時
代
を
通
じ
て
、
モ
ル
テ
ィ
エ
編
年
に
基
づ
い
て
、
シ
ョ
レ
ア
ン
↓
ア
シ
ュ
ー
リ
ア
ン
（
以
上
ハ
ン
ド
一一一
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ア
ッ
ク
ス
文
化
、
前
期
旧
石
器
時
代
）
↓
ム
ス
テ
リ
ア
ン
（
ル
ヴ
ァ
ロ
ワ
技
法
を
有
す
る
中
期
旧
石
器
時
代
）
↓
ソ
リ
ュ
ー
ト
レ
ア
ン
↓
マ
グ
ダ
レ
ニ
ァ
ン
（
以
上
発
達
し
た
石
刃
技
法
を
有
す
る
後
期
旧
石
（Ｍ）
器
時
代
）
と
順
調
に
進
化
発
展
す
る
が
、
中
国
を
中
、
心
と
す
る
東
側
世
界
の
チ
ョ
ッ
パ
ー
、
チ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
ト
ゥ
ー
ル
文
化
圏
は
、
そ
の
ま
ま
ほ
と
ん
ど
進
化
し
な
い
で
停
滞
し
や
が
て
歴
史
時
代
に
至
る
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
当
時
の
支
配
的
な
歴
史
哲
学
は
、
ゲ
オ
ル
ク
・
ヘ
ー
ゲ
ル
の
世
界
（旧）
詞阯識に端を発する「東洋的停滞」發叩であり、カール・マル
（焔）
クスの「アジア的生産様式」論であったことは一三口を待たな
い
が
、
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
の
解
釈
は
、
「
東
洋
的
停
滞
」
や
「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
」
の
起
源
が
、
人
類
史
の
は
じ
め
か
ら
認
め
ら
れ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
背
景
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
思
想
の
背
骨
を
形
成
し
て
い
た
社
会
進
化
論
が
存
す
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
や
マ
ル
ク
ス
の
歴
史
哲
学
は
そ
の
歴
史
学
的
表
現
で
あ
り
、
人
類
学
や
考
古
学
の
表
現
形
と
し
て
は
、
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
が
基
軸
と
な
っ
て
い
た
。
１
近
代
科
学
思
想
と
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
近
代
科
学
の
誕
生
、
す
な
わ
ち
科
学
革
命
の
興
隆
期
は
、
実
験
．
法
政
史
学
第
六
十
一
号
三
束
洋
的
停
滞
と
進
歩
史
観
観
察
器
具
が
改
良
・
精
密
化
し
実
証
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
検
証
可
能
な
手
法
を
自
然
科
学
に
誕
生
さ
せ
た
十
七
世
紀
の
科
学
革
命
期
と
、
近
代
国
民
国
家
の
形
成
に
伴
い
、
各
種
の
科
学
制
度
が
整
い
現
代
に
連
な
る
各
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
が
と
り
あ
え
ず
成
立
し
た
十
九
世
紀
の
科
学
革
命
期
と
い
う
二
者
が
あ
る
こ
と
が
現
在
了
解
さ
れ
て
（Ⅳ）
い
る
。
前
者
の
科
学
革
命
は
実
証
科
学
の
誕
生
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
、
後
者
の
科
学
革
命
に
お
い
て
は
、
中
世
以
来
の
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観
か
ら
近
代
合
理
主
義
に
科
学
的
価
値
基
準
が
革
新
さ
れ
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
進
化
論
の
受
容
を
〈旧）
め
ぐ
っ
て
行
わ
れ
た
。
一
八
五
九
年
の
「
種
の
起
源
」
刊
行
に
象
徴
さ
れ
る
ダ
ー
ウ
ィ
ン
革
命
は
、
一
人
ダ
ー
ウ
ィ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ハ
ツ
ト
ン
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
イ
エ
ル
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
キ
ュ
ピ
エ
等
の
（四）
地
質
学
者
・
古
生
物
学
者
に
よ
る
地
層
形
成
の
斉
一
性
原
理
、
地
噛
（、）
（Ⅲ）
累
重
則
、
変
化
の
漸
進
主
義
と
い
っ
た
科
学
的
思
考
の
集
大
成
の
性
格
を
有
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
によって提案された生物進化に関するダーウィニズム自体
は
、
当
時
そ
の
進
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説
明
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
ひ
と
つ
の
有
力
な
進
化
学
説
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
が
、
二
○
世
紀
初
頭
に
メ
ン
デ
ル
の
遺
伝
学
が
再
発
見
さ
れ
集
団
遺
伝
学
が
発
達
す
る
と
、
一
九
三
○
年
代
以
降
ダ
ー
ウ
ィ
進
化
論
と
遺
伝
学
が
結
び
つ
い
一
一
一
￣
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た
進
化
の
総
合
説
と
し
て
現
代
生
物
進
化
理
論
の
中
心
に
位
置
付
く
（血）
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
十
九
世
紀
後
半
の
段
階
で
は
進
化
論
の
ひ
と
つ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
と
、
こ
れ
も
現
在
は
生
物
進
化
の
原
理
と
し
て
杏
定
さ
れ
て
は
い
る
が
当
時
は
最
も
有
力
な
進
化
理
論
と
考
え
ら
れ
て
い
た
ラ
マ
ル
キ
ズ
ム
を
結
合
さ
せ
、
文
化
や
社
会
に
適
用
し
た
の
が
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ムである。
社
会
有
機
体
論
者
で
あ
っ
た
ス
ペ
ン
サ
ー
は
、
一
八
六
四
年
に
「
生
物
学
原
理
」
を
刊
行
し
、
そ
の
中
で
、
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
の
自
然
選
択
説
と
、
獲
得
形
質
の
遺
伝
を
認
め
る
ラ
マ
ル
キ
ズ
ム
を
結
合
さ
せ
て
、
生
物
進
化
論
を
社
会
進
化
論
に
拡
張
し
、
当
時
世
界
中
に
勢
力
を
広
げ
つ
つ
あ
っ
た
西
欧
白
人
社
会
の
人
種
的
・
民
族
的
優
越
を
理
論
的
に
保
証
し
た
。
ス
ペ
ン
サ
ー
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
の
一
言
う
「
生
存
競
争
」
を
「
弱
肉
強
食
」
に
、
「
最
適
者
生
存
」
を
「
優
勝劣敗」に一言い換えて、人類の社会は基本的に競争状態に
あ
り
、
優
秀
な
人
種
・
民
族
が
劣
っ
た
人
種
・
民
族
を
支
配
（
指
導
）
す
る
の
は
人
類
進
化
の
必
然
と
説
い
た
。
こ
の
学
説
は
、
当
時
勃
興
し
つ
つ
あ
っ
た
新
し
い
学
問
で
あ
る
人
類
学
の
創
始
者
ヘ
ン
リ
ー
・
モ
ル
ガ
ン
や
エ
ド
ワ
ー
ド
・
タ
イ
ラ
ー
等
の
古
典
的
進
化
主
義
人
類
学
説
と
結
合
し
て
、
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ー
ー
ハ
ラ
ム
・
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
と
東
洋
的
停
滞
（
佐
藤
）
ズ
ム
と
総
称
さ
れ
る
進
歩
史
観
を
生
み
州
す
こ
と
に
な
る
。
モ
ル
ガ
ンやタィラーは、人類史を野蛮の昌四、①Ｑ↓未開因閂冨１の日
↓文明Ｃ三一宮〔一・口の一二段階に区別し、地球上に存在した、
そ
し
て
存
在
す
る
す
べ
て
の
人
類
社
会
は
、
西
欧
が
辿
っ
て
き
た
経
路
を
必
ず
通
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
今
日
人
口
に
膳
灸
し
て
い
る
「
野
蛮
↓
未
開
↓
文
明
」
の
発
展
段
階
論
か
ら
な
る
進
歩
史
観
の
根
本
を
形
成
し
て
い
る
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
は
、
西
欧
近
代
白
人
社
会
を
頂
点
に
狩
猟
採
集
民
を
底
辺
と
し
て
各
民
族
・
人
種
・
社
会
を
そ
の
下
に
配
列
し
、
「
原
始
的
」
民
族
ほ
ど
下
等
で
あ
り
、
人
類
は
内
欧
白
人
社
会
・
西
欧
文
明
に
向
か
っ
て
一
線
的
に
進
化
す
る
の
が
人
類
法
則
で
あ
る
と
見
な
し
た
。
こ
の
進
歩
史
観
と
呼
ば
れ
る
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
は
、
劣
っ
た
民
族
を
支
配
・
指
導
し
西
欧
化
さ
せ
る
の
が
人
類
と
し
て
の
西
欧
白
人
社
会
の
使
命
で
あ
る
と
し
て
、
西
欧
の
枇
界
支
配
の
正
当
性
を
保
証
し
、
そ
の
植
民
地
経
営
の
理
論
的
主
柱
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
同
氏
総
動
且
体
制
の
実
現
に
よ
る
欧
米
列
強
間
競
争
を
勝
ち
抜
く
た
め
に
必
然
的
に
要
求
さ
れ
る
、
国
民
国
家
形
成
の
た
め
の
求
心
力
と
（麹）
な
っ
て
い
っ
た
。
２
東
洋
的
停
滞
こ
の
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
を
歴
史
に
お
い
て
も
っ
と
も
強
力
に
－
－
－
－
－
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う
ち
立
て
た
の
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
歴
史
哲
学
で
あ
る
。
今
日
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
枠
組
み
を
形
成
し
た
と
見
な
さ
れ
て
い
る
へ
－
ゲ
ル
の
歴
史
観
に
お
い
て
は
、
世
界
史
は
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
以
来
の
西
洋
に
お
い
て
成
立
し
展
開
し
た
と
さ
れ
る
。
人
間
の
自
由
意
志
や
自
己
意
識
の
自
覚
を
獲
得
す
る
過
程
と
し
て
描
か
れ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
世
界
史
に
お
い
て
は
、
帝
王
の
み
が
自
由
意
志
を
発
揮
可
能
な
「
東
洋
的
専
制
」
の
支
配
す
る
東
洋
は
、
西
洋
に
対
立
す
る
反
世
界
史
的
世
界
と
見
な
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
東
洋
に
お
い
て
は
、
歴
史
の
進
歩
が
期
待
で
き
な
い
「
東
洋
的
停
滞
」
社
会
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
歴
史
の
必然である。
い
さ
さ
か
分
析
が
冗
長
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
の
主
張
の
内
容
と
そ
の
意
図
が
明
確
に
読
み
と
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
一
九
二
○
年
代
に
は
、
ラ
ド
ク
リ
フ
Ⅱ
ブ
ラ
ウ
ン
や
ブ
ラ
ニ
ス
ラ
フ
・
マ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
等
の
機
能
主
義
人
類
学
に
よ
っ
て
モ
ル
ガ
ン
・
タ
イ
ラ
ー
等
の
古
典
的
進
化
主
義
人
類
学
の
一
線
的
な
人
類
進
化
学
説
自
体
が
否
定
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
は
、
人
類
史
の
始
め
に
見
ら
れ
る
東
と
西
の
異
な
り
と
い
う
考
古
学
的
証
拠
に
世
界
史
的
な
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
根
拠
を
認
め
、
新
た
な
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
の
「
確
固
た
る」証左を見いだしたのであった。
や
が
て
中
国
や
韓
国
に
お
い
て
、
激
し
い
反
発
と
反
論
が
陸
続
と
法
政
史
学
第
六
十
一
号
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
の
分
析
で
最
も
異
論
が
多
い
の
は
、
そ
の
依
拠
し
た
（妬）
資料の性格に関する，ものである。モヴィウスの扱った資料
は
、
周
口
店
以
外
は
ほ
と
ん
ど
が
河
床
や
段
丘
礫
層
か
ら
の
採
集
品
を
主
体
と
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
分
析
は
石
器
群
の
組
成
、
製
作
技
術
、
型
式
学
に
よ
っ
て
お
り
、
年
代
は
地
質
層
序
・
段
丘
形
成
年
代
や
伴
出
動
物
相
に
よ
っ
て
推
定
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
今
日
的
な
視
点
か
ら
は
方
法
的
な
限
界
が
指
摘
さ
れ
う
る
が
、
分
析
当
時
の
方
法
と
し
て
は
妥
当
な
も
の
と
一
言
え
る
。
た
だ
し
、
そ
の
後
特
に
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
こ
れ
ら
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
に
該
当
す
る
石
器
群
は
発
掘
に
よ
っ
て
検
出
さ
れ
た
例
が
な
く
、
ホ
モ
・
エ
レ
ク
ト
ス
化
石
人
骨
が
出
土
す
る
ジ
ャ
ワ
島
以
外
で
は
、
前
期
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
（妬）
その‘ものが未確認な状況である。エレクトス化石骨が出土
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
石
器
類
が
検
出
さ
れ
な
い
状
況
に
対
し
て
、
木
・
竹
等
の
植
物
質
製
道
具
の
主
体
的
な
使
用
を
推
定
す
る
議
（”）
論
が
提
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
道
具
を
使
用
し
て
い
た
と
し
て
二
四
（灘）
し
て
提
出
気
」
れ
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
東
ア
ジ
ア
の
旧
石
器
学
に
と
っ
て
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
学
説
へ
の
反
論
は
、
歴
史
発
展
か
ら
ア
ジ
ア
を
排
除
す
る
「
世
界
史
」
の
構
図
と
い
う
近
代
歴
史
学
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
否
定
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
四
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
文
化
圏
説
の
今
日
的
評
価
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も、その道具を製作するための石製利器目○・一日四宮信〔○・一
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
そ
の
妥
当
性
は
低
い
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い。狩
猟
採
集
民
の
生
業
に
関
す
る
近
年
の
民
族
考
古
学
的
知
見
に
よ（犯）
れ
ば
、
熱
帯
雨
林
地
帯
の
資
源
開
発
は
一
般
に
相
当
困
難
で
あ
る
。
当
該
地
域
の
考
古
学
的
知
見
を
参
照
し
た
場
合
、
東
南
ア
ジ
ア
の
熱
帯
地
域
の
開
発
は
、
後
期
旧
石
器
時
代
に
相
当
す
る
現
代
人
の
登
場
以
降
本
格
化
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
方
中
国
や
韓
国
で
は
、
最
近
の
調
査
に
よ
っ
て
ハ
ン
ド
ア
ッ
ク
ス
の
出
土
例
が
顕
著
に
増
加
を
見
せ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
東
ア
ジ
ア
型
の
ハ
ン
ド
ア
ッ
ク
ス
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
西
ア
ジ
ア
等
に
見
（”）
ら
れ
る
ア
シ
ュ
ー
ル
系
と
呼
ば
れ
る
ハ
ン
ド
ア
ッ
ク
ス
と
は
製
作
技
術
を
異
に
し
て
お
り
、
基
部
側
に
原
礫
面
を
残
し
な
が
ら
全
体
を
粗
く
加
工
し
、
さ
ら
に
先
端
の
機
能
部
付
近
に
最
低
限
の
調
整
加
工
を
（釦）
施
し
て
い
る
。
責
蘭
彼
等
の
中
国
の
研
究
者
が
一
二
稜
大
尖
状
器
と
呼
〈、）
ぴ
、
賀
川
光
夫
に
よ
っ
て
尖
頭
状
礫
器
と
呼
ば
れ
て
い
た
石
器
に
相
当
す
る
が
、
ア
シ
ュ
ー
ル
系
同
様
、
先
端
が
尖
る
タ
イ
プ
（
ビ
ッ
ク
、
狭
義
の
ハ
ン
ド
ア
ッ
ク
ス
）
と
平
縁
な
タ
イ
プ
（
ク
リ
ー
バ
ー
）
の
大
き
く
ふ
た
つ
が
存
在
す
る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
東
ア
ジ
ア
型
の
ハ
ン
ド
ア
ッ
ク
ス
と
見
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ら
の
ハ
ン
ド
ア
ッ
ク
ス
に
種
々
の
チ
ョ
ッ
パ
ー
、
チ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
ト
ゥ
ー
ル
が
ハ
ラ
ム
・
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
と
東
洋
的
停
滞
（
佐
藤
）
伴
う
と
い
う
の
が
大
型
石
器
群
の
基
本
的
な
組
成
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
、
最
近
の
韓
国
の
調
査
成
果
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
大
型
石
器
群
が
技
術
的
・
型
式
学
的
変
化
を
見
せ
な
が
ら
、
そ
し
て
次
第
に
減
少
し
な
が
ら
も
、
前
期
旧
石
器
時
代
か
ら
後
期
旧
石
器
時
代
ま
で
継
続する可能性が高い。
責
蘭
彼
は
、
中
国
の
旧
石
器
時
代
を
通
じ
て
、
大
型
重
量
石
器
伝
統
と
小
型
軽
量
石
器
伝
統
の
両
者
が
、
遺
跡
を
違
え
な
が
ら
も
何
時
（犯）
に併存したとする説を提出し、へ７Ｈの中国旧石器研究の規
範
的
な
視
座
を
形
成
し
た
。
黄
慰
文
は
、
自
身
の
調
査
し
た
華
南
の
（羽）
百
色
遺
跡
群
か
ら
大
已
呈
に
出
土
・
採
取
さ
れ
た
ハ
ン
ド
ァ
ッ
ク
ス
石
〈弧）
器
群
を
大
型
重
亘
呈
石
器
伝
統
の
、
華
北
の
泥
河
湾
遺
跡
群
を
小
型
軽
量
石
器
伝
統
の
代
表
と
見
な
し
、
さ
ら
に
そ
の
両
者
の
同
時
存
在
は
、
東
ア
フ
リ
カ
の
オ
ル
ド
ワ
ン
に
対
比
可
能
で
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
南
部
の
礫
器
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
を
、
ア
フ
リ
カ
起
源
の
人
類
の
伝
播
（妬）
の証拠と考逼えた。
黄
の
解
釈
は
、
韓
国
で
最
初
に
ハ
ン
ド
ア
ッ
ク
ス
石
器
群
と
し
て
注
目
さ
れ
た
全
谷
里
遺
跡
の
表
採
資
料
を
ア
シ
ュ
ー
ル
系
と
見
な
し
（妬）
た金一兀龍・鄭、水和同様、ハンドアックスの存在をもってモ
ヴ
ィ
ウ
ス
・
ラ
イ
ン
へ
の
異
議
申
し
立
て
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
・
ラ
イ
ン
の
東
西
で
異
な
る
様
相
を
も
つ
ハ
ン
ド
ア
ッ
ク
ス
が
あ
る
と
見
る
の
が
自
然
で
は
な
い
か
。
む
し
ろ
、
一
一
五
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法
政
史
学
第
六
十
一
号
（”）
渡
辺
や
安
斎
等
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
機
能
的
再
適
応
や
生
態
環
境
の
異
な
り
に
起
因
す
る
適
応
戦
略
の
違
い
に
解
釈
を
求
め
る
方
が
よ
（犯）
り
有
効
で
あ
ろ
う
。
黄
や
金
・
鄭
の
異
論
が
、
も
し
も
「
東
洋
的
停
滞
」
論
に
関
連
し
て
自
ら
の
地
域
が
西
側
世
界
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
か
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
・
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
も
つ
進
歩
史
観
の
変
種
に
留
ま
る
危
険
性
を
内
包
す
る
こ
と
に
な
る。モ
ヴ
イ
ウ
ス
学
説
が
提
出
さ
れ
た
当
一
時
の
考
古
学
で
は
、
社
会
ダーウィニズムの教義の元で、〈時代１人類ｌ石器〉の一一一
（犯）
者
が
対
応
す
る
の
を
当
然
の
前
提
に
し
て
き
た
が
、
現
在
こ
の
図
式
が
か
な
ら
ず
し
も
成
り
立
た
な
い
こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
っ
て
（㈹）
い
る
。
そ
の
た
め
、
人
類
の
生
態
適
応
・
行
動
・
組
織
戦
略
の
進
化
と
技
術
の
関
係
を
構
造
的
に
把
握
す
る
方
法
と
し
て
、
グ
ラ
ハ
ム
・
くい）
（枢）
ク
ー
フ
ー
ク
の
案
出
し
た
モ
ー
ド
論
が
現
在
注
目
を
集
め
て
い
る
。
ク
ラ
ー
ク
は
、
石
器
の
技
術
形
態
学
的
特
徴
に
基
づ
い
て
、
考
古
学
上
の
文
化
を
五
つ
の
モ
ー
ド
に
区
分
し
た
。
単
純
な
チ
ョ
ッ
パ
ー
、
チ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
ト
ゥ
ー
ル
と
剥
片
か
ら
な
る
モ
ー
ド
１
、
形
態
の
整
っ
た
各
種
の
ハ
ン
ド
ア
ッ
ク
ス
類
か
ら
な
る
モ
ー
ド
２
、
ル
ヴ
ァ
ロ
ワ
方
式
に
代
表
さ
れ
る
調
整
石
核
技
術
に
特
徴
付
け
ら
れ
る
モ
ー
ド
３
、
真
性
の
石
刃
技
法
を
有
す
る
モ
ー
ド
４
、
細
石
器
石
器
群
に
該
当
す
る
モ
ー
ド
５
で
あ
る
。
モ
ー
ド
１
と
２
は
前
期
旧
石
器
時
代
に
、
モ
ー
ド
３
は
中
期
旧
石
器
時
代
に
、
そ
し
て
モ
ー
ド
４
と
５
は
後
期
旧
石
器
時
代
に
相
当
す
る
が
、
世
界
各
地
で
必
ず
し
も
同
時
に
移
行
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
モ
ー
ド
論
の
革
新
性
は
、
各
モ
ー
ド
が
段
階
と
し
て
置
き
換
わ
っ
て
い
く
と
考
え
た
こ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
理
解
と
は
異
な
り
、
時
代
・
時
間
の
進
行
と
共
に
、
各
モ
ー
ド
が
累
積
的
に
付
加
さ
れ
る
と
考
え
た
点
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
例
え
ば
モ
ー
ド
１
は
、
す
べ
て
の
時
代
に
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
適
応
行
動
の
諸
場
に
お
い
て
、
人
類
は
、
主
に
長
距
離
移
動
と
組
織
的
・
計
画
的
狩
猟
へ
の
傾
斜
に
応
じ
た
石
器
製
作
運
用
技
術
を
付
加
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ハ
ン
ド
ア
ッ
ク
ス
石
器
群
と
チ
ョ
ッ
パ
ー
、
チ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
ト
ゥ
ー
ル
石
器
群
が
対
立
す
る
と
い
う
意
味
で
の
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
学
説
は
、
現
在
崩
壊
し
て
い
る
と
言
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
東
側
に
も
ハ
ン
ド
ア
ッ
ク
ス
石
器
群
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ハ
ン
ド
ア
ッ
ク
ス
石
器
群
の
中
の
、
ア
シ
ュ
ー
ル
系
と
非
ア
シ
ュ
ー
ル系の分布的対立というあらたな考古学的解釈によれば、
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
・
ラ
イ
ン
は
今
も
存
在
す
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
・
ラ
イ
ン
を
境
に
し
て
東
西
で
大
き
く
石
器
群
が
異
な
る
と
い
う
理
解
は
、
現
在
も
有
効
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
人
種
の
差
や
進
化
の
程
度
差
で
は
も
ち
ろ
ん
な
く
、
湿
潤
で
森
林
的
な
東
側
と
、
乾
燥
し
て
サ
バ
ン
ナ
が
卓
越
す
る
西
側
と
い
う
、
地
球
規
模
で
一一一ハ
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モ
ヴ
ィ
ウ
ス
の
学
説
は
、
今
日
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
て
い
る
比
較
文
明
論
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
典
型
で
あ
る
。
専
制
と
停
滞
に
象
徴
さ
れ
る
東
洋
と
自
由
と
進
歩
に
代
表
さ
れ
る
西
洋
を
対
比
し
て
捉
え
る
「
世
界
史
」
の
構
図
で
は
、
ア
ジ
ア
の
停
滞
は
古
代
か
ら
起
因
す
る
と
見
な
さ
れ
て
い
た
が
、
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
は
、
そ
れ
を
人
類
史
の
最
初
の
段
階
（
前
期
旧
石
器
時
代
）
に
ま
で
拡
張
し
て
み
せ
た
。
中
国
や
韓
国
で
見
ら
れ
た
そ
の
後
の
異
議
申
し
立
て
も
、
そ
の
多
く
は
「
肚
界
史
」
の
構
図
の
枠
内
で
の
境
界
の
変
更
論
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
考
古
学
的
文
化
論
の
解
釈
の
フ
レ
ー
ム
が
、
い
まだ文化の伝播系統論に則っているからにほかならない。
考
古
学
的
文
化
は
高
文
化
を
起
源
と
し
、
周
囲
の
類
似
す
る
文
化
要
素
は
、
高
文
化
か
ら
の
集
団
移
動
に
よ
る
文
化
伝
播
の
結
果
と
解
釈
す
る
方
法
で
あ
る
。
日
本
考
古
学
に
お
い
て
も
、
岡
倉
天
心
以
来
の
「
東
洋
」
史
観
（
「
東
亜
」
史
観
）
の
影
響
の
も
と
、
石
刃
技
法
の
起
源
Ｔ
現
代
人
の
渡
来
）
、
神
子
柴
・
長
者
久
保
文
化
渡
来
論
の
大
ま
か
な
生
態
環
境
の
違
い
に
適
応
し
た
人
類
の
、
ゆ
る
や
か
な
（“）
文化的・生活的差異を意味していると考舅えるべきである。
問
題
は
、
考
古
学
的
解
釈
の
整
合
性
を
問
う
よ
り
も
先
に
、
文
化
論
的
議
論
が
先
行
し
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ハ
ラ
ム
・
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
と
東
洋
的
停
滞
（
佐
藤
）
五
比
較
文
明
論
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
超
克
（
縄
文
文
化
の
外
来
起
源
）
、
土
器
起
源
論
（
縄
文
土
器
の
外
来
起
源
）
等
、
す
べ
て
の
文
化
要
素
は
大
陸
か
ら
渡
来
し
、
日
本
国
内
で
変
容
・
内
的
発
達
を
遂
げ
る
と
す
る
比
較
文
明
論
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
依
拠
す
る
論
考
が
い
ま
だ
多
い
。
か
つ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
、
指
導
的
な
考
古
学
者
ゴ
ー
ド
（“）
ン
・
チ
ャ
イ
ル
ド
が
描
い
た
「
最
古
の
東
方
の
光
」
と
い
う
文
化
伝
播
論
が
支
配
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
あ
っ
た
。
チ
ャ
イ
ル
ド
が
、
農
耕
を
始
め
と
す
る
土
器
等
の
新
石
器
文
化
要
素
の
起
源
を
西
ア
ジ
ア
に
求
め
、
そ
こ
か
ら
の
文
化
伝
播
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
先
史
時
代
の
編
年
的
・
文
化
的
枠
組
み
を
構
築
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
（妬）
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
枠
組
み
は
、
一
九
六
○
年
代
以
降
発
達
し
た
科
学
的
年
代
測
定
に
よ
っ
て
根
底
か
ら
覆
り
、
生
態
学
的
・
文
化
理
論
的
・
認
知
心
理
学
的
・
象
徴
行
動
論
的
な
あ
ら
た
な
解
釈
の枠組みが構築されている。
（妬）
こ
の
レ
ン
フ
ル
ュ
ー
革
〈
叩
は
、
わ
が
国
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
昨
今
の
縄
文
土
器
や
弥
生
土
器
の
年
代
論
争
を
瞥
見
す
る
と
、
い
ま
だ
本
格
的
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
。
日
本
考
古
学
に
お
け
る
比
較
文
明
論
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
超
克
は
、
喫
緊
の
課
題
と
言えよう。
一▲
￣
七
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註（
１
）
春
成
秀
爾
編
「
前
・
中
期
旧
石
器
問
題
の
検
証
」
日
本
考
古
学
協
会
、
二
○
○
三
年
（
２
）
小
田
静
夫
「
黒
潮
文
化
論
」
「
東
北
学
」
五
号
、
八
○
’
九
二
頁
、
二
○
○
｜
年
一
中
川
和
哉
「
九
州
の
前
期
・
中
期
旧
石
器
時
代
に
つ
い
て
ｌ
斜
軸
尖
頭
器
と
は
ど
の
よ
う
な
石
器
な
の
か
Ｉ
」
「
旧
石
器
考古学」六一一号、五一’六二頁、二○○一年
（
３
）
佐
藤
宏
之
「
日
本
列
島
に
前
期
・
中
期
旧
石
器
時
代
は
存
在
す
る
かｌ禺巨日日四一のｍ８己巳以後ｌ」「科学」七一巻四・五号、
二九八’一一一○二頁、二○○一年》同「日本列島の前期・
中
期
旧
石
器
時
代
を
考
え
る
ｌ
藤
村
氏
非
関
与
資
料
か
ら
の
見
通
し
ｌ
」
「
第
一
八
回
東
北
日
本
の
旧
石
器
文
化
を
語
る
会
予
稿
集
」
一
二七’一四二頁、一一○○一年》同「後牟田遺跡第Ⅲ文化層
の
編
年
的
意
義
と
行
動
論
」
橘
昌
信
・
佐
藤
宏
之
・
山
川
哲
綱
「
後
牟
田
遺
跡
」
後
牟
田
遺
跡
調
査
団
・
宮
崎
県
川
南
町
教
育
委
員
会
、
三八一一’三九五頁、二○○二年
（
４
）
佐
藤
宏
之
「
旧
石
器
時
代
研
究
の
現
代
的
意
義
」
「
科
学
」
七
二
巻
六
号
、
五
九
四
’
五
九
九
頁
、
二
○
○
二
年
（
５
）
菊
池
強
一
他
「
金
取
遺
跡
」
岩
手
県
宮
守
村
教
育
委
員
会
、
一
九
八
六
年
（６）二胃の巨旦』》【・二の目・の（目Ｑ目亘＆ここ日］：昌昌のヨョー
ョ四四〔＆ご目口ご［・］呂目や。「東北亜細亜旧石器研究」漢陽
大
学
校
文
化
財
研
究
所
、
四
一
’
五
一
頁
、
二
○
○
二
年
。
金
取
遺
跡
か
ら
は
四
枚
の
文
化
層
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
下
位
の
二
枚
法
政
史
学
第
六
十
一
号
の
文
化
層
が
中
期
旧
石
器
時
代
に
属
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
（
註
５前掲書）。
（
７
）
註
（
２
）
前
掲
論
文
。
例
え
ば
、
中
川
論
文
で
「
Ⅲ
石
器
提
造
事
件
」
を
誘
発
す
る
役
割
を
果
た
し
た
だ
け
と
し
て
否
定
的
に
論
難
さ
れ
て
い
る
岡
村
道
雄
論
文
は
、
加
藤
真
二
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
中
国
等
の
周
辺
大
陸
の
比
較
資
料
に
基
づ
い
て
、
Ⅱ
本
の
斜
軸
尖
頭
器
の
存
在
を
議
論
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
逆
で
は
な
い
。
岡
村
道
雄
「
約
二
万
五
○
○
○
年
前
と
そ
れ
を
遡
る
時
期
の
東
ア
ジ
ア
旧
石
器
文
化
と
日
本
の
関
連
」
「
文
化
」
四
○
巻
一
・
一
一
号
、
一
’
三
○
頁、一九七六年》加藤真二「中国北部の旧石器時代におけ
る
中
期
Ⅲ
石
器
と
は
？
ｌ
折
茂
刑
に
答
え
る
ｌ
」
「
博
望
」
三
号
、
三
九
’
四
四
頁
、
二
○
○
一
｜
年
（
８
）
「
旧
石
器
提
造
事
件
」
を
め
ぐ
っ
て
、
列
島
の
前
期
・
中
期
旧
石
器
研
究
を
否
定
的
に
捉
え
る
論
者
の
多
く
に
は
、
こ
の
視
点
と
検
討
が
決
定
的
に
不
足
し
て
い
る
。
（９）害一一国日Ｆ・二・ぐ旨の》］Ｒ・已虐向閂一己三目目二勺｝の一の〔・８口のの５‐
（一四四℃ご旨の。■弓の日四己屋の【の日シの国．、ご；＆言諄ＳＣＳ
言冒§ミミ』ミミ日誌淫胃言８ｓ巴冒巨国ミニ長皀帛昏さロミ＆ニー
烏湯（ご》『○一・》』①（②）“』‐旨、．》］①一℃円げのＰＣ言の【勺囚｝四の○一一〔三Ｄ
Ｃ巨言Ｈ①の。｛の。■岳の日凹己厘の【①ｇシの一四・コご畠ロミ・冨旦（言
』ミミ同§望一言目言ミ切菖墨・Ｐ⑰．ご・一・四②》旨①‐色○・》］①＄
Ｆ○三の毛四一の。一三、冑の宮の。一・四旨の・三のｇシの国四己青田閂
屡の二口ご墨一言三雪ミヨ、四頁＆一亘亘三・三・四・三の一一ｍ・
弓・』「‐田・皆〕［冑８○一・ｍ富一勺目一百戸一・Ｐ
一
一
八
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（Ⅲ）の目・□ご・シ・ロ・白・因呉の（＆の．）］①ヨニべき蔦』角ミ
ミ
ミ
ミ
ｓ
曽
愈
二
○
号
己
（ｕ）註（９）前掲論文
（
⑫
）
た
だ
し
、
ソ
ア
ン
、
パ
ジ
タ
ニ
ア
ン
、
タ
ン
パ
ニ
ア
ン
に
は
ハ
ン
ド
ア
ッ
ク
ス
も
少
量
伴
う
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ソ
ア
ン
の
も
の
は
隣
接
す
る
マ
ド
ラ
ス
文
化
の
影
響
で
あ
り
、
パ
ジ
タ
ニ
ァ
ン
・
タ
ン
パ
ニ
ア
ン
の
も
の
は
、
内
側
の
ハ
ン
ド
ア
ッ
ク
ス
と
は
関
係
し
な
い
内
発
的
発
生
で
あ
ろ
う
と
見
な
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
東
側
世
界
を
歴
史
発
展
の
必
然
か
ら
排
除
し
よ
う
と
す
る
「
世
界
史
の
構
図
」
が
透
け
て
見
え
る
。
（
Ⅲ
）
一
九
六
九
年
の
第
三
論
文
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容
で
あ
る
が
、
こ
の
文
章
の
み
追
加
さ
れ
て
い
る
。
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
の
解
釈
が
端
的
に
表
れ
て
い
る
。
（
ｕ
）
モ
ル
テ
ィ
エ
の
一
八
八
九
年
編
年
。
現
在
の
南
西
フ
ラ
ン
ス
の
旧
石
器
編
年
で
は
、
シ
ュ
レ
ア
ン
の
存
在
は
否
定
さ
れ
て
お
り
、
文
化
範
囲
の
伸
縮
と
い
っ
た
地
域
的
な
差
異
を
含
み
つ
つ
も
お
お
む
ね
、
ア
シ
ュ
ー
リ
ア
ン
（
前
期
Ⅲ
石
器
）
↓
ム
ス
テ
リ
ァ
ン
（
中
期
Ⅲ
石
器
）
↓
シ
ャ
テ
ル
ペ
ロ
ニ
ア
ン
↓
オ
ー
リ
ニ
ャ
シ
ア
ン
↓
グ
ラ
ベ
ッ
テ
ィ
ア
ン
↓
ソ
リ
ュ
ー
ト
レ
ア
ン
↓
マ
グ
ダ
レ
ニ
ア
ン
（
以
上
後
期
旧
石
器
）
↓
ア
ジ
リ
ア
ン
（
中
石
器
ま
た
は
続
川
石
器
）
と
変
遷
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
（
巧
）
ゲ
オ
ル
ク
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヘ
ー
ゲ
ル
［
長
谷川宏訳］『歴史哲学講義」（上・下、岩波文庫）、岩波書
店
、
一
九
九
四
年
ハ
ラ
ム
・
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
と
東
洋
的
停
滞
（
佐
藤
）
（
胆
）
子
安
宣
邦
「
東
洋
的
社
会
」
「
「
ア
ジ
ア
」
は
ど
う
語
ら
れ
て
き
た
か
ｌ
近
代
日
本
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
藤
原
書
店
、
一
二
七
’
’
四
七
頁
、
二
○
○
三
年
（
Ⅳ
）
廣
野
喜
幸
・
市
野
瀬
容
孝
・
林
真
理
編
「
生
命
科
学
の
近
現
代
史
」
勁
草
書
房
、
二
○
○
二
年
（
旧
）
佐
藤
宏
之
「
考
占
学
理
論
と
Ⅲ
石
器
時
代
研
究
」
「
石
器
文
化
研
究
」
七
号
、
二
六
七
’
二
七
六
頁
、
一
九
九
九
年
（四）斉一説己已さ日】旨回目】の日。地球ｌのある場所で観察され
た
地
質
現
象
と
法
則
は
、
他
の
場
所
で
も
適
用
可
能
と
い
う
原
理
。
従
っ
て
現
在
観
察
さ
れ
る
現
象
は
、
過
去
に
も
起
こ
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
と
考
え
る
。
（
別
）
層
位
的
に
下
に
あ
る
地
層
は
上
に
あ
る
地
層
よ
り
も
古
い
と
見
な
す考え。
（皿）聖書創造説では、生物の変化はただ一回（ノアの洪水）
の
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ツ
ク
な
激
変
に
よ
る
と
見
な
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
生
物
の
変
化
は
徐
々
に
起
こ
る
と
し
た
考
え
。
斉
一
説
・
地
層
累
重
説
と
と
も
に
、
考
古
学
を
支
え
る
基
本
原
理
と
な
っ
た
。
（
皿
）
ピ
ー
タ
ー
．
Ｊ
・
ポ
ウ
ラ
ー
〔
鈴
木
善
次
他
訳
〕
「
進
化
思
想
の
膝史」（上下、朝Ⅱ選書）朝Ⅱ新聞社、一九八七年
（
翌
註
（
旧
）
前
掲
論
文
（
型
）
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
旧
石
器
時
代
は
、
前
期
・
中
期
・
後
期
旧
石
器
時
代
に
相
当
す
る
時
代
を
、
各
々
前
期
石
器
時
代
・
中
期
石
器
時
代
・
後
期
石
器
時
代
と
呼
ぶ
独
自
の
時
代
呼
称
を
現
在
採
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
サ
ハ
ラ
以
南
で
は
世
二
九
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界
史
的
な
発
展
段
階
・
形
態
を
示
さ
な
い
停
滞
的
な
様
相
が
あ
る
か
ら
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
で
も
、
古
典
的
進
化
学
説
に
基
づく、「停滞論」の残映が色濃く認められる。二巨圖の．
四○ｓ『且四三口冒岳の日三一のの〔目：、の一言、の２口のロ８］』ｍ・
ＣＣＣ‐①Ｐ三○『の閂：ｍ・呉西国のの囚ぐの【》の。巨［すシ豆８．ご置きミミ
』言言ミ信冒一の⑤雪Ｒ回Ｐ』○二‐』三ｍ・
（妬
）
諸
星
良
一
「
束
ア
ジ
ア
に
於
け
る
前
期
Ⅲ
石
器
時
代
研
究
につい
て
ｌ
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
仮
説
の
現
状
と
課
題
ｌ
」
「
法
政
考
古
学
」
二
一
集
、
’
’
二
一
頁
、
一
九
九
五
年
。
な
お
本
論
文
は
、
一
部
に
控
造
資
料
を
取
り
扱
っ
て
い
る
が
、
そ
の
部
分
を
除
い
て
参
照
し
た
。
（肥）佐藤宏之「日本旧石器文化の構造と進化」柏書房、一九
九
二
年
（〃）国貝〔の【の［．【・Ｐ・巴。宛の日【①ＢＨの〔曰、三①の○巨［丘８の〔シの一目目‐
一
四
の
○
一
一
［
亘
。
・
旨
の
§
旨
・
菖
昏
言
｛
黒
さ
言
司
胃
蓬
ミ
冒
冒
吻
冒
書
冒
昏貝三冒冨豊員ご言い三ｓ》のｓ〔の：二・匹｝の己の三・》弓・筐‐
。》シ８口の己ｎ勺『の⑫の。
（肥）佐藤宏之「北方狩猟民の民族考古学」北海道出版企両セ
ンター、二○○○年》団三・己Ｐ・内・ｇＳＳ冨冒＆長
雨言蔦吻＆記号ミミニ菖誉・宣言｝ミミミミ』三・三晶言一
二⑮。ご国ミミ富房鳧向書信自己言口員同薑ご言ミミミロ§
の鳥。ご己ぐ①邑弓・【ロー】ざ旦口印の②の。
（
空
安
斎
正
人
「
ア
シ
ュ
ー
ル
系
ハ
ン
ド
ア
ッ
ク
ス
石
器
群
の
ア
ジ
ア
に於ける展開」「岡山市オリエント美術館研究紀要」三口看、
一
’
四
三
頁
、
一
九
八
三
年
法
政
史
学
第
六
十
一
号
（釦）責蘭彼「中国大陸上的遠居古民」天津人民出版社、一九
七
八
年
（
Ⅲ
）
賀
川
光
夫
「
黄
土
地
帯
紀
行
１
人
類
の
起
源
を
求
め
て
ｌ
」
六
輿
出
版
、
一
九
八
四
年
（皿）註（別）前掲書
（
聖
佐
川
正
敏
編
「
百
色
旧
石
器
ｌ
中
国
広
西
百
色
遺
跡
群
の
ハ
ン
ド
ァ
ッ
ク
ス
の
比
較
研
究
ｌ
」
東
北
学
院
大
学
文
学
部
、
二
○
○
○
年
（
弧
）
衛
奇
・
謝
飛
「
泥
河
湾
研
究
論
文
選
編
」
文
物
出
版
社
、
一
九
八
九
年
（
妬
）
黄
慰
文
「
中
国
的
手
斧
」
「
人
類
学
学
報
」
六
巻
一
号
、
六
一
’
六
八
頁
、
一
九
八
七
年
》
同
「
中
国
華
南
地
方
の
初
期
人
類
が
残
し
た
礫
器
文
化
」
鈴
木
忠
司
編
「
大
分
県
丹
生
遺
跡
群
の
研
究
」
古
代
学
協
会
、
四
○
七
’
四
一
五
頁
、
一
九
九
二
年
》
同
「
中
国
前
期
旧
石
器
文
化
研
究
の
新
展
開
」
「
Ⅲ
石
器
時
代
の
考
古
学
」
学
生
社
、
一一九七’三○六頁、一九九八年
（
鉛
）
金
元
龍
・
鄭
水
和
「
全
谷
里
ア
シ
ュ
ー
リ
ア
ン
両
面
核
石
器
文
化
予
報
」
「
震
檀
学
報
」
四
六
・
四
七
号
、
五
’
五
五
頁
、
一
九
七
九
年
（Ⅳ）二四口目ワの出』①の①目言Ｓ・弓①［‐Ｓ・弓旨、〔・◎’８日□｜の〆・｛
の山の［の９塁煙》目①〔言・肖冨の。一・四ｓ｜‐の８一・四Ｂ－Ｈの①〆昌言〔一・Ｐ
ご量ミミミ言号目＆侶冒二言言８戸酉『一ｓ】ｌ』ｍ・砺安斎正
人
「
理
論
考
古
学
ｌ
モ
ノ
か
ら
コ
ト
ヘ
ー
」
柏
書
房
、
一
九
九
四
年笏＆宴》【」①置二①三○ぐ旨の｝ヨのＲ①８コの一ロ①【＆もの【⑫ロ①。‐
〔言の。己呂の①三の目四一①。一三：｛田の〔の日凹の一四・冒高ミミ寄書
○
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（妬）宛の目望『も」①「①（乞田）切言『、ロミ言言胃二へ記＆ご‐
ＢごＣ罵宛ミミミご苫ミョコ蟇冴ご葛ら向ミｇ⑩・勺①ロ、已口団。○丙の。
（
蝿
）
註
（
翌
前
掲
論
文
（必）Ｏ亘｝Ｑの〕ご・の」①＄（己四一）之、ミト錆冒§尋、二ｓい『』冒忌員
向昌一・宛○昌一の□ぬの四ロー【①、四二勺四巳・
（妬）のニロの》ぐ・の。］①窒（］①、①）、忌吝房ご菖向ミ崎日言冨冒向忌‐
ご鳶・少三目・己。］。、百一℃昌一冨弓どの・》チャイルド・Ｇ（今来
陸
郎
・
武
縢
潔
訳
）
『
歴
史
の
あ
け
ぼ
の
』
岩
波
書
店
、
’
九
五
八
（
望
安
斎
正
人
「
石
器
か
ら
見
た
人
の
行
動
的
進
化
」
「
考
古
学
」
一
号
、
七
八
’
一
二
八
頁
、
二
○
○
三
年
》
註
（
弱
）
前
掲
の
呂
冨
（
翌
例
え
ば
、
〈
前
期
旧
石
器
時
代
ｌ
ホ
モ
・
エ
レ
ク
ト
ス
ー
ア
シューリァン〉〈後期旧石器時代ｌ現代人１石刃技法〉と
い
っ
た
対
応
関
係
を
ア
プ
リ
オ
リ
に
前
提
視
し
た
。
（釦）佐藤宏之「後期旧石器人の社会はどう変化したか」「科
学」六八巻四号、一一一三七’一一一川囚頁、一九九八年
（虹）Ｃ貰云』・の□』①①室三ミコ冨言ごミニ』冬ごＳミミ・●目】‐
ご尋、串｛房（》①＆（①ニウ］幻・ＯＣｑこＣＱ①（四一・》つつ．、⑦①‐、①①ご石四日目○巨貝
●。『ごロ］巨已●四〔ご己のＯＣＲごロ色ご『・
（胡）藤本強『東は東、西は西ｌ文化の考古学ｌ」平凡社、一
ハ
ラ
ム
・
モ
ヴ
ィ
ウ
ス
と
東
洋
的
停
滞
（
佐
藤
）
年 論文
ワユロ、Ｐ
藤
本
強
九
九
囚
年
－
－
－
－
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